
6 ドナ ・ テレサ・クリステイナ鉄道 (Estrada de Ferro 

Dona Teresa Crist ina 国冶国営) 1 953 年の貨物愉送 トン数

は 10 ，760 ， 1 43 t , 1 ト Y平均輸送キロ 67 km でブラジノレ鉄道中第

1 {立を占めている。線路延長は 262 km ， 軌間は1.0m である。

本庁所者E地 : Tubaran , Estado do Santa Cata rina。

参考文献 Tothill Press Ltd. 発行 Director y of Railway 

Officials & Year Book 1953-54. Henry Sampson 鰯 World

Railways 1954-55. (光延有三)

プラストクリ ーニ ング (英) blast cleaning 砂粒または鋳欽

の微粒をÆ統的に!日速度で品物に打付 けて， 571物表面の付着物

等をすり はがす作業をいい， Jm';t!;塗装作業の前行程として古い

設聞を剥縦(はくり)したり ， 地金のさび務しゃ， 鋳物の砂落し

等に利JlJ されている。打付ける微粒として砂を使用する場合は，

fF通圧縮空気をmいて吹飛ばす構造であって，サソドプラスト

と初、される。また玉状の鋳鉄の微粒を使う 場合は，上述のよう

にl巨縮空気を使うかまたは回転する 'FH長率により遠心力ではね

飛ばす榊造となっていて， 前者を γ ヨッ ト プラスト ， 後者を γ

ヨットアフレークー，ホ イ ー ノレアアレ -!J 一 ， エ ヤレス 7 ラス

ト等と称している。

なお鋳鉄の微粒を破砕して，鋭い角をもっ粒子としたものを

グリッドと称し， 上述のショットのかわりに利用されているが，

品物に変形を起すことが少なく剥出Il効果が多い。

なお空気を利用する装位は

吹出しノズノレの移動が容易で

あって，イ壬なの位i白 ・ プiI奇か

ら噴射できるので，品物によ

ってはこれによらざるを得な

い場合がある。ただし"賞射ノ

ズル l 本て、.liJf 1\，\ でき る 怖は

50-100mm 1記皮であり ，ま

た l 本について 50 I-P 以上の

動力を必裂とするので，総体

的な能率はよくない。これに

くらべて羽級事の回転式では

衝撃強さが大きく ， しかも動

力消引が 10 - 15 l-P 程度であ

るので，移動性には欠けるが γ ヨットアプ ν ーダー

経済的に有利である。写真は鋳物{沙鴻し用 ι/ ヨットアプレ ー ダ

ーを示す。 (111本綴)

ふらのせん 富良野線 根室本線沼良型士駅から函館本線旭川

駅に~る短絡線で 54 . 8 km. 相主室本線に l苛し線路等級は内線で

ある。

この線は旭川・ 5定瑛間を IljJ 治 32 ・ 9 に開通， 同年 11 月上富良

野まで ， I司 33 ・ 8 に富良野まで開通し十勝線と称していたが， 明

治 40 ・ 9 池川 ・ 副 11路|首]の全通により釧路線となったものである

が，さらに大正 2 ・ 11 沌川・;'1.ÑlliÏ' 1首!の開通によって現在の富良

出J'線と呼ばれること となった。(森悦寿)

フランジきゅうゆそうち フランジ給油装置 (英) flange 

lubricating device 11主同が曲線を通過する際 ν ー ノレに大きい

徽圧がかかるので， タイヤフランジとレー ノレ TI.I\剖IßIiJ而が摩耗し

やすい。このj崇粍防止のためにタイヤフ ラ ンジの燦燦百lに給油

する装位。医1~9;では大正末期に輸入品および国鉄工場製試作品

を試験し ， その後も試作品について試験したが，当時は鱗造 ・

取扱いまたは目il久性等の点で}:J}，わしくなく長い|制使用されない

で最近に至った。しかし最近実用可能な製品ができるようにな

り ， 現在は相当数が!Ji卒に取付けられており ， 成来をあげてい

フランスのて

る。回転する円板の円周につけたフェ ノレトまたはゴムに ìllJを導

き ， 曲線通過の際だけ，アラ γジに円板をおしつけて塗ìll!する

構造のものである。給油の目的は同じであるが， フラ γジに給

ìlh しないでレーノレ頭部側面に給ìllJする自動 レー ノレ塗 ìlhilif も ある。

アメリカではデトロイ ト 式給ì tJl探 (Detroit automatic 日ange

oil er ) が使用されている。(沢野周一)

フラ ンスのてっどう フランスの鉄道

1 沿革

7 ラ γ スにおける欽道は南フランスの大都市 リヨンと 園内屈

指の炭鉱であるサ γ ・ テチエンヌの聞に，石炭輸送用として

1832 年に開通したのが最初である。その後着々と路線が建設さ

れ， 1 0 年後には早くも 560 km に主主した。 1842 年に初めて鉄道

法が制定され，その建設ならびに営業を自 由放任に委せること

なく免許制となった。同時に関係する県・市町村は}I J地および建

フラ シス・ナうョナjレ鉄道主要路線図

/バJトイ(お ー可手、r

-v-へJ y---- {/ モ~すル
'¥ ¥ I ......_γ ラ ~~z.~7

-._ 芋ベ〉ヒりレ
~^ '.、、.、

2 
築物の買収に対する郁償金の を負担し，他の ならびに言者建

3 
造物 ・ 駅等の建設問は国家の負担と定めた。したがって被免許

者は軌道， 車両その他の設備を負担すればたりた。この保護政

策に刺激されて新線建設は急速にわわれ， パリを中心に国境に

向う 7 鉄道と 2 縦断鉄道が建設されるに至った。

東部 (1854 年) ， 酋剖I (前身鉄道は 1 839 年) ， 南部(1852年) ，

北部 (1842年)，パ リ

=オノレ レア ン悶 (184

8 年)，パ リ=リヨ ン

間 (1 84 5 年)等の鉄

道会社の設立により

鉄道網は急速に弘充

され， 1855 年には営

業キロは 5，5 1 0km

に達し，パリからは

タンケノレク ， カレ ー，

アイ エ ッ 7 ， γ ェノレ

プー ノレ， ポノレド ー，

マノレ セイユと 園内の

電化国

金主嬰港に鉄道が通じ， ベノレギー ， スイス国境にも，またスト

ラス プール経由でドイツ国境にも ìili給されるにきE った。

この反問iftlE.の発達がむしろ遅れ， 人 口稀薄な こ の国には路
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